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産業保健心理学などの理論や働く人のメンタルヘルスに関する法令などを理解するとともに、働く人のストレスとメンタルヘルス問題、ストレスチェック制度、メンタルヘ
ルス不調を予防するためのケアの方法、職場のメンタルヘルス対策や産業保健スタッフの役割などについて、最近の産業心理学的知見や資料をもとに考える。講義とグルー
プ発表、討議などにより授業を進める。

授
業
の
概
要

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応(別表参照)

目標1

目標2

目標3産業・労働分野で心理職として活動するための基本的な知識と実践的スキル、方法論を習得する

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 910

○ ○

○ ○

○ ○

産業・労働分野における心理学的問題やメンタルヘルス問題の現状、実際について理解を深める

産業・労働分野で臨床心理活動を行うために求められるメンタルヘルス関する理論や法令などを学ぶ

授業の内容

産業・労働心理学の役割・意義1

産業・労働分野におけるメンタルヘルス問題2

労働者のメンタルヘルスに関する法令と指針3

過重労働と過労死、過労自殺、労災4

ストレスチェック制度とその役割15

ストレスチェック制度とその役割26

職業性ストレスの理論・モデル7

職業性ストレスと健康問題18

職業性ストレスと健康問題29

セルフケアとラインによるケア10

産業保健スタッフのケアと役割111

産業保健スタッフのケアと役割212

職場のメンタルヘルス活動と多職種連携13

職場のメンタルヘルス対策114

職場のメンタルヘルス対策215

ア
ク
テ
ィ
ブ

A:知識の定着・確認

B:意見の表現・交換

C:応用志向

D:知識の活用・創造

実際に研修の計画・実施を行う
模擬事例に対する対応計画作成の実施
模擬事例に対するロールプレイ

○

○

ラ
ー
ニ
ン
グ

○

○ 工
夫
そ
の
他
の

時間外学修
の内容と時
間の目安

発表（模擬研修）内容の準備・打ち合わせ（10h）準備
学修

事後
学修

模擬事例に対する対応計画作成（5h）

教科書

使用しない

参考書

島津明人編著(2016).　産業保健心理学　ナカニシヤ出版
島津明人・種市康太郎編(2016).  産業保健スタッフのためのセルフケア支援マニュアル　誠信書房
藤本　修著(2012).　職場のメンタルヘルス　ミネルヴァ書房

成
績
評
価
の
方
法
及
び
評
価
割
合

評価方法 割合
目標
1

目標
2

目標
3

目標
4

目標
5

目標
6

目標
7

目標
8

目標
9

目標
10

時間外学習

事例に対する対応計画作成

ロールプレイ

20% ○ ○

40% ○ ○ ○

40% ○

注意事項
授業や発表、討議への積極的参与を期待する。

備考

リンク
URL



○
担当教員の
実務経験の
有無

産業カウンセラー及び中央労働災害防止協会認定相談員としてEAPに勤務，
教員の実務
経験

企業や就労者のニーズと産業臨床場面の現実について説明する
実務経験を
いかした教
育内容


